
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 都市計画マスタープランの「地域別構想」と緑の基本計画の「地域別緑のまちづくり方針」について、市から提示し

た案をもとに、参加者の皆さんからご意見をいただきました。 

【碧南市都市計画マスタープラン 西端地域のまちづくり方針（案）に対する主な意見】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図示以外の主な意見 

・「地域拠点エリア」、「日常生活サービス機能」等の言葉の意味が分かりづらい。 

・くるくるバスを有料にしても良いので、運行本数やルートを増やしてほしい。 

・若い人・子育て世代を増やすため、幼稚園・保育園を拡充させる。 

・名鉄北新川駅の整備を図ることが、西端地区の活性化にもつながる。 

・隣接地区や隣接市との整合を図りながら計画づくり、整備を行っていくことが大事。   …等 

 

 

【碧南市緑の基本計画 西端地域の緑のまちづくり方針（案）に対する主な意見】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図示以外の主な意見 

・県営油ヶ淵水辺公園から長田川沿いに、明治用水とのつながりも意識しながら、通過型のスポーツ（ウォーキングや

サイクリング等）を充実させたい。 

・80歳以上のお年寄りが多く、公園ができても行く手段がない。   …等 

 

 

 

 第１回のワークショップで出された意見や課題をもとに、その解決に向けて市民主体で取り組めそうな活動の候補を

提示し、これに対し参加者自身が関われると思う活動を投票形式で選択しながら、地域活動について話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔注〕本紙に掲載する各方針の図は、地区懇談会当時の案であり、最終のものとは異なります。 

碧南市都市計画マスタープラン・緑の基本計画 地区別懇談会 市民ワークショップ（第２回）結果のまとめ 西端地区 
◆ 結果まとめ① 「碧南市都市計画マスタープラン」と「碧南市緑の基本計画」の見直し案の確認 

◆ 結果まとめ② 具体的に関われそうな地域活動について 

【開催日時】 平成 30年 10月 12日（金） 19：00～20：５０ 

【開催場所】 農業者コミュニティセンター 和室 

【第２回のテーマ】 

① 「碧南市都市計画マスタープラン」と「碧南市緑の基本計画」の見直し案を確認する。 

② 地域での活動などについて、具体的に関われそうな地域活動のアイデアをだし、実現に向けて話し合おう。 

                          
自然の緑等の一体的

な保全と活用 
地域住民との協働に

よる緑のまちづくり 
グラウンドを有する

緑地の整備 緩衝緑地帯や壁面緑化等

による工業地の緑化 
宅地化に伴う緑地

（公園）の創出 街路樹や沿道緑化による

緑豊かな道路空間の創出 
県営油ヶ淵水辺公園

の整備 保存樹林等の指定に

よる斜面林の保全 河川環境の保全と

水辺空間の活用 
密集市街地における緑の

オープンスペースの確保 河川環境の保全と

水辺空間の活用 
・近隣市の地価が上がっているので

ここを選ぶ人がいると思う。 

・この位置に食料品や日用品など

を扱う商店等日常生活サービス

機能をもつ施設は必要。 

・西端地域にはスーパーがないの
で誘致したら良い。 

・転入人口を増やすため、住宅地を西端

中学校周辺一帯まで広げてほしい。 

・旧市街地の活性化の方法を検討する。 

・（主）西尾知多線沿道の商業地は移動
手段が徒歩しかない人のために残し
た方が良い。 

・駐車場がなく不便。 

・新たな工業地の区域には住宅も立地するため

環境に配慮が必要。 

・新たに立地する工場の業種の選別が必要。 

・都市計画道路（西尾知多線）は廃止し

その代わりとして（主）西尾知多線を
拡幅してほしい。 

・交差点を改良する部分は

もっと必要 

・（市）大久手吹上洲先線をはじ

め、幹線道路の歩道の欠落部

は歩道の整備が必要。 

・（都）西端線の街路樹（高木）は台風等

災害時に危険なので必要ない。 

・斜面林の保全には、新しい植

生より自然植生を重視してや

っていってほしい。 

・斜面林等は整備が必要なこと
から「保存樹林」という表
現は不適ではないか。 

・新たな住宅地の整備に

伴う緑地（公園）の創

出には、既存の広場を

活用すると良い。 

主な意見 
・ゴミ拾い等の活動は現在も

継続されているが、今後も

拡充していきたい。 

・小中学生にもゴミ拾い等の

活動に参加してもらい、意

識の啓発を図る。 

・外国人との交流を深め、災

害時等の有事の際に助け

合えるようにしたい。 

・防犯防災に関するイベント
は、企業としても積極的に
参加することが可能。 

…等 

投票結果 


